
発行所　古河市鴻巣１１８９−４　  古河商工会議所内
　　　　公益社団法人古河法人会　電話 0280（48）６１２３
　　　　ホームページアドレス　http://www.koganet.ne.jp/～shakoga/index.htm

　古河公方公園
　25ヘクタールにもおよぶ広大な公園。四季折々に美しい花が咲きます。中でも約2,000本の花
桃は全国的にも有名で、毎年3月20日から4月5日まで「桃まつり」が開催されます。また、園
内には古河公方足利義氏の墓所や1674(延宝2)年ごろ建築された旧中山家住宅などの史跡もあり
ます。
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六
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月
二
十
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古
河

市
内
の
「
カ
ナ
ル
ヒ
ル
ズ
」
を

会
場
に
開
催
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︒
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〇
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︒
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催
も
昨
年
同
様
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
考
慮
し

万
全
な
感
染
対
策
を
施
し
少
人

数
、
小
規
模
で
の
開
催
に
至
っ

た
こ
と
︒
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
一
日
も
早
く
終
息
し
、
会

員
の
皆
様
の
企
業
が
元
通
り
の

活
気
あ
る
活
動
に
戻
ら
れ
る
こ

と
、
法
人
会
活
動
も
例
年
通
り

の
活
動
に
戻
ら
れ
る
こ
と
を
切

に
願
っ
て
い
る
と
の
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
︒

　
ご
来
賓
を
代
表
し
て
古
河
税

務
署
生
永
署
長
よ
り
日
頃
、
会

員
各
位
の
税
務
行
政
に
対
す
る

深
い
理
解
と
協
力
に
感
謝
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川
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長
同
様
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け

ら
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見
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き
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し

た
︒

第
三
十
六
回
『
通
常
総
会
』
を
開
催
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︻総務委員会︼ 　委員長：奥村　秋夫	 （坂東）	 副委員長：野村　久男	（古河）

︻組織委員会︼ 　委員長：須釜　利行	 （五霞）	 副委員長：大和田五郎	（古河）

︻税制委員会︼ 　委員長：塚田　　孝	 （三和）	 副委員長：野澤　豊輔	（古河）

︻研修委員会︼ 　委員長：塚原　　実	 （ 境 ）	 副委員長：渡辺　　勉	（総和）

︻厚生委員会︼ 　委員長：矢澤　啓次	 （総和）	 副委員長：稲垣　英世	（ 境 ）

︻広報委員会︼ 　委員長：蓮見　公男	 （古河）　副委員長：小松原　裕	（ 境 ）

令和３年～４年度　役　員　名

副会長
塚田　　孝

副会長
塚原　　実

副会長
矢澤　啓次

副会長
奥村　秋夫

（敬称略）

会　長
川島　　栄

副会長
須釜　利行

— 各 委 員 会 名 簿 —
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青年部会役員名簿

令和2年度収支決算書 令和3年度収支予算書
(令和2年4月1日～令和3年3月31日） (令和3年4月1日～令和4年3月31日） （単位：円）（単位：円）

女性部会役員名簿
役　職 氏　名 地区会

青年部会会長 大　島　　崇　嗣 古河地区会　部会長
副部会長 菊　田　　　　光 坂東地区会　部会長

〃 佐　籐　　勝　博 境　地区会　部会長
〃 稲　葉　　貴　大 総和地区会　部会長
〃 並　木　　淳　一 三和地区会　部会長
〃 植　竹　　一　雄 五霞地区会　部会長

会　計 井　上　　　　勉 古河地区会
幹　事 野　村　　則　之 〃

〃 江　田　　雅　之 〃
〃 前　川　　英　生 坂東地区会
〃 鈴　木　　幹　彦 〃
〃 渡　辺　　元　気 〃
〃 関　根　　耕　嗣 境　地区会
〃 間　瀬　　宏　宣 〃
〃 白　石　　竜　一 総和地区会
〃 船　橋　　裕　輔 〃
〃 矢　澤　　宏　幸 〃
〃 荒　川　　知　也 三和地区会
〃 川　上　　和　志 〃
〃 青　木　　孝　徳 〃
〃 知　久　　佳　高 五霞地区会
〃 中　山　　道　幸 〃

監　事 森　　　　博　一 古河地区会
〃 染　谷　　真　一 境　地区会
〃 吉　田　　孝　美 坂東地区会

役　職 氏　名 地区会
女性部会会長 青　木　　博　美 古河地区会　部会長
副部会長 上　坂　　美津子 坂東地区会　部会長

〃 長　澤　　恵　子 境　地区会　部会長
〃 鈴　木　　久　子 総和地区会　部会長
〃 増　田　　紋　子 三和地区会　部会長
〃 松　本　　幸　子 五霞地区会　部会長

会　計 井　草　　栄　子 古河地区会
幹　事 名　和　　はるみ 〃

〃 高　橋　　采　子 〃
〃 張　替　　恵　子 坂東地区会
〃 古　矢　　美知子 〃
〃 原　田　　住　子 〃
〃 塚　原　　えい子 境　地区会
〃 飯　田　　英美子 〃
〃 矢　澤　　香　苗 総和地区会
〃 水　上　　幸　子 〃
〃 鈴　木　　孝　子 三和地区会
〃 川　面　　松　江 〃
〃 松　本　　真生子 五霞地区会
〃 小　林　　弥　生 〃

監　事 斎　藤　　桂　子 古河地区会
〃 山　中　　孝　子 坂東地区会
〃 大　橋　　みち子 三和地区会

科　　目 決算額
1．事業活動収支の部
　　1．事業活動収入
　　　①特定資産運用収入 1,031
　　　②会費収入 10,749,500
　　　③事業収入 142,120
　　　④補助金等収入 8,889,309
　　　⑤負担金収入 228,000
　　　⑥雑収入 127,282
[ 事業活動収入計 ] 20,137,242
　　２．事業活動支出
　　　①税の啓発事業費支出 7,907,446
　　　②地域社会貢献事業費支出 3,207,713
　　　③会員支援事業費支出 1,477,784
　　　④管理費支出 3,204,467
[ 事業活動支出計 ] 15,797,410
[ 事業活動収支差額 ] 4,339,832
2．事業活動以外収支の部 0
　　1．経常外収入 0
　　2．経常外支出 0
[ 事業活動以外収支差額 ] 0

当期収支差額 4,339,832
前期繰越残高 16,696,157
指定正味財産残高 5,000,000
当期末残高 26,035,989

科　　目 予算額
1．事業活動収支の部
　　1．事業活動収入
　　　①特定資産運用収入 4,000
　　　②会費収入 10,953,500
　　　③事業収入 4,150,000
　　　④補助金等収入 8,630,457
　　　⑤負担金収入 250,000
　　　⑥雑収入 1,221,000
[ 事業活動収入計 ] 25,208,957
　　２．事業活動支出
　　　①税の啓発事業費支出 11,782,700
　　　②地域社会貢献事業費支出 3,894,000
　　　③会員支援事業費支出 5,349,000
　　　④管理費支出 6,305,000
[ 事業活動支出計 ] 27,330,700
[ 事業活動収支差額 ] △ 2,121,743
2．事業活動以外収支の部
　　1．経常外収入 0
　　2．経常外支出 0
[ 事業活動以外収支差額 ] 0

当期収支差額 △ 2,121,743
前期繰越残高 21,035,989
指定正味財産残高 5,000,000
当期末残高 23,914,246
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令和3年度事業計画 自　令和３年４月 1日
至　令和４年３月31日

主たる事業計画
1．税を巡る諸環境の整備改善等を図ることを目的とする事業
○　納税意識の高揚、税知識の普及、税の学習環境整備のための事業
　　①　法人税・消費税等の決算申告に関する研修会の開催
　　②　近隣地区会及び各種団体との合同開催による税務研修会の開催
　　③　各種団体との合同税務研修会の開催
　　④　全国大会・全国青年の集い・女性フォーラムへの参加
　　⑤　税務署の協力7団体との連携強化
　　　　・効率的な団体運営(租税教室・納税表彰式・税務関連研修会の共催開催)
　　⑥　消費税期限内完納に向けた取組推進
　　⑦　女性部会による「税に関する絵はがきコンクール」の推進
○　税に関する社会貢献活動
　　①　「e-Tax」等電子申告制度の普及と利用拡大推進
　　　　・役員利用率１００％目標の推進
　　　　・会員、賛助会員の利用率拡大推進と一般向けＰＲ
　　②　小学生高学年を対象とする租税教室へ講師及び補助講師として参加
○　税制に関する提言活動
　　①　税制改正提言の取りまとめと提言事項実施のための諸活動
2．地域の経済社会環境の整備改善を図ることを目的とする事業
○　地域の経済活動を活性化する事業
　　①　近隣地区会及び各種団体との合同による経営支援セミナーの開催
　　②　経営および経済に関する各種講演会・セミナー等の開催
○　地域の福祉問題、環境問題などの改善に資する事業
　　①　献血等福祉活動の支援
　　②　青年・女性部会による道路美化清掃活動等の実施
　　③　地域のマラソン大会等に対する支援
　　④　各地区会による地域社会貢献活動の充実
○　各種事業公開のための広報活動
　　①　機関誌「法人たより」の定期発行と内容充実
　　②　全法連機関誌　季刊「ほうじん」定期配布
　　③　「ホームページ」活用による各種事業の公開と情報公開
○　各種諸会議の開催
　　①　通常総会・監査会・理事会・正副会長会議・事務局会議の開催
　　②　各種委員会の開催
　　③　その他必要な会議の開催

◎ （公社）古河法人会組織状況表 	 （令和3年6月30日現在）　

地区会名 法人数 会員数 加入率% 地区会名 法人数 会員数 加入率%

古　　河 985 414 42.0% 三　　和 748 236 31.6%

坂　　東 1,276 438 34.3% 五　　霞 200 138 69.0%

境 613 292 47.6%

総　　和 896 271 30.2% 合　　計 4,718 1,789 37.9%
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　本年の７月の人事異動により古河税務署長を拝命いたしました田

中と申します。国税局課税第一部統括国税実査官から転任してまい

りました。前任の生永署長同様、よろしくお願いいたします。

　川島会長をはじめ、公益社団法人古河法人会の皆様には、税務行政

全般にわたり、深いご理解とご協力を賜わり、厚く御礼申し上げます。

　私は栃木県の出身で、隣県である茨城県内での勤務は２回目にな

ります。古河税務署管内は関東平野の中心に位置し、全域で農業が

盛んであると同時に交通ネットワークを活かした工業開発を目指し、発展し続ける地域で

す。また、室町時代以来の城下町として栄えた歴史ある古河の地で署長として勤務できます

ことは光栄であり重責を感じております。

　古河法人会におかれましては、税に関する各種研修会の開催をはじめ、租税教室への講師

派遣、租税教育用ツール等の作成・配布などの租税教育事業等への取り組みを通じて、正し

い税知識の普及や納税意識の高揚に努められるとともに、街頭での清掃活動、公開講演会な

どの地域社会貢献活動にも積極的に取り組まれ、地域企業と地域社会の健全な発展にご尽力

いただいております。

　古河法人会役員及び会員の皆様のこのような活動に対して、深く敬意を表しますととも

に、感謝申し上げます。

　私どもといたしましても、引き続き皆様と連携協調を図り、できる限りのご協力をさせて

いただきたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。

　さて、令和５年10月１日からの消費税の適格請求書等保存方式、いわゆるインボイス制

度の導入に当たり、令和３年10月１日から登録申請書の提出が可能となります。適格請求

書発行事業者の登録を受けるかどうかは事業者の任意ですが、登録を受けなければ、適格請

求書を交付することができないため、取引先が仕入税額控除を行うことができませんので、

このような点を踏まえ、登録の必要性をご検討いただきたいと思います。

　いまだ新型コロナウイルス感染症の収束が見通せない中、国税当局では、新型コロナウイ

ルス感染症の影響により、申告や納付が困難な方には、その期限を柔軟に取り扱うことや、

納税の猶予制度をご案内するなど、納税者の皆様の実情に十分に耳を傾けて、迅速かつ丁寧

に対応するとともに、事業者が自ら適正な申告・納付ができるよう、引き続き、説明会をは

じめとする周知・広報や指導、相談等といった各種施策にも積極的に取り組んでまいる所存

ですので、どうぞよろしくお願いいたします。

　結びに、公益社団法人古河法人会及び会員企業の益々のご発展と会員の皆様方のご健勝、

ご繁栄を祈念申し上げまして、着任の挨拶とさせていただきます。

古河税務署長

田中 厚

着任のご挨拶
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《古河税務署人事異動》

年末調整説明会の開催中止について

職　名
新任者 前任者

氏名 前任地 氏名 新任地

署長 田中　厚
関東信越国税局
課税第一部
統括国税実査官

生永　真美子
国税庁

長官官房参事官
課長補佐

総務課長 田中　直樹
新津税務署
総務課
総務課長

川島　伸一
関東信越国税局
課税総括課
課長補佐

課長補佐 堀口　一成 （留任） 堀口　一成 （留任）

法人課税第一部門
統括国税調査官

水野　功
川口税務署

法人課税第七部門
統括国税調査官

中出　一代
宇都宮税務署
特別国税調査官

法人課税第二部門
統括国税調査官

矢野　和成 （留任） 矢野　和成 （留任）

法人課税第一部門
総括上席国税調査官
（法人会担当）

小西　孝明
関東信越国税局

課税第一部統括国税実査官
国税実査官

篠原　篤人
関東信越国税局

調査査察部調査第三部門
主査

管理運営第一部門
統括国税徴収官

横山　範江 （留任） 横山　範江 （留任）

管理運営第二部門
統括国税徴収官

三浦　正裕
川越税務署

管理運営第一部門
連絡調整官

松澤　義明 退職

管理運営第一部門
総括上席国税徴収官

大滝　紀子
関東信越国税局
徴収部管理運営課
監理第五係長

船戸　勇
関東信越国税局
総務部人事第二課
考査係長

徴収部門
統括国税徴収官

小出　勇一
関東信越国税局
徴収部機動課
主査

佐藤　小枝子
西川口税務署
徴収部門

統括国税徴収官

個人課税第一部門
統括国税調査官

阿部　禎之 （留任） 阿部　禎之 （留任）

個人課税第二部門
統括国税調査官

平山　浩行 （留任） 平山　浩行 （留任）

個人課税第一部門
総括上席国税調査官

泉　昌孝
館林税務署

個人課税第一部門
総括上席国税調査官

和久　健太郎
関東信越国税局
総務部会計課
用度係長

資産課税部門
統括国税調査官

田村　剛 （留任） 田村　剛 （留任）

（令和3年７月１０日付）

　令和２年分については、新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、参加される源泉徴収義務者の
皆様の安全を確実に担保することが難しいとの認識の下、外部会場を使用した大規模な年末調整説明
会は開催中止とさせていただきました。
　なお、令和３年分以降、年末調整説明会は開催せず、国税庁ホームページやYouTubeチャンネルな
どの様々な媒体を活用した説明動画等を提供することで、説明会に代えた対応を実施していくことと
なりましたので、お知らせいたします。
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古河地区会

坂東地区会

地 区 会 た よ り地 区 会 た よ り地 区 会 た よ り

那珂カントリークラブ
優勝　荒木弘文氏　準優勝　野口昌弘氏
３位　峯松鶴男氏
ベストグロス賞　野口昌弘氏

竜神大吊橋 通常総会
Ｒ３年６月１６日（水）

通常総会
Ｒ３年５月２８日（金）

本会理事会
Ｒ３年４月２６日（月）
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総和地区会

三和地区会

通常総会
Ｒ３年６月１１日（金）

女性部会総会
Ｒ３年５月１１日（火）

通常総会
Ｒ３年５月１４日（金）

女性部会総会
Ｒ３年５月１２日（水）

境地区会

親会・青年部会合同通常総会
Ｒ３年６月１５日（火）
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水戸支社/
茨城県水戸市桜川1-1-25（大同生命水戸ビル3F）
TEL 029-221-2881

つくば支店/
茨城県つくば市竹園1-6-1（つくば三井ビルディング）
TEL 029-855-2321
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